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荒川 麻里（筑波大学） 
ことばの創造 
１．教育を考える一言 
 《ことばの使い方のすべてをすべての人に》、これこそうつくしい民主的ひびきをもったす
ばらしいモットーだとわたしは思う。だれもが芸術家であるからではなく、だれもが奴隷で
はないからである。                  ― ジャンニ・ロダーリ（Gianni Rodari, 1920-1980） 
２．背景 
ジャンニ・ロダーリは、イタリアを代表する児童文学作家、詩人、ジャーナリストです。小学
校教諭であった時期もあり、作家となってからも幼稚園や小学校で子どもたちと共に物語を創造
する実践を続けてきました。こうした活動が評価され、1970 年には児童文学のノーベル賞とも言
われる「国際アンデルセン賞」作家賞を受賞しています。1972 年 3 月 6 日～10 日まで、ロダー
リは北イタリアのミリア＝ロマーニャ州レッジョ・エミリア市に招かれ、「ファンタジー学との出
会い」と題する講演を行いました。約 50 人の幼稚園や小中学校の教師と過ごしたこの時間を、「生
涯のもっともすばらしい週」（19 頁）と記しています。そこでの話をまとめたのが『ファンタジ
ーの文法』であり、上の言葉は「まずはじめに」の最後の文です。 
３．考察 
レッジョ・エミリアと言えば、町をあげて子どもの創造的な学びを支える実践で、世界中の注
目を集めている都市です。「世界一の幼児教育」と紹介された Newsweek の記事がきっかけとな
り、今日では、その教育方法は「レッジョ・アプローチ」として知られるようになりました。「創
造的人間」を求めるのではなく、「世界を変えるために、すべての人びとの創造性をのばそう」（287
頁）と考えたロダーリの実践は、レッジョ・エミリアの教育にも影響を及ぼしているのです。 
ロダーリにとって《創造的》とは、「つねに仕事をし、つねに疑問を投げかけ、他人が充分な答
を見出したところに問題点を発見し、（父親からも先生からも社会からも）独立した自分なりの判
断ができ、法典
コ ー ド
化されたものを拒否し、順応主義に毒されることなく事物や概念をあやつること
のできる精神」（287 頁）を指します。ことばの創造は、隷従状態の対極に位置しているのです。
ノヴァーリス、シラーからデューイをも縦横無尽に引用しつつ、想像力をかきたてる表現で綴る
ロダーリ。その教育観のあらわれる『まちがいの本』の一節を、最後に紹介して本稿を閉じます。 
子どもたちが、笑いながら学べるものを、泣きながら勉強することに意義があるだろうか？ 
綴り方を間違えたばかりに、子どもたちが五大陸で流した涙をぜんぶ合わせたら、発電所と
して利用できるほどの滝となるだろう。だが、それでは、あまりにも犠牲の大きなエネルギ
ーとなってしまう。間違いというものは、パンとおなじように、なくてはならず、役に立つ
ものであり、大方が素晴らしいものである。その代表的な例が、ピサの斜塔だ。 
（ロダーリ／関口英子訳『猫とともに去りぬ』光文社、2006 年、273 頁、「解説」より） 
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